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第 二 章 地 形

三郡山塊の地形 本調査区域 は一の高原性地貌 を有す。 試に立つて鉾立 山上 よ

う四望すれば本地域 の地形手に ごるが如 く、峯轡連綿 として深整之れを刻み、一起一

伏殆ん どきわ ま り無 きが如しご錐 も、然 も之を 大観 すれば峯頂総 て殆ん ど 一平面内

にあ うて、假に悉 く其の間の谷 を埋めた りとすれば、全地域 の表面は極 めて徐 々に西

方 に傾斜 した る平原 と化すべ く、其状讐へば耕せ る農圃の如 く、或は彼の大洋の表面

が常 に波浪の起伏 す るに任せつつ も、之を全體 として見れば坦 々 こして鏡 の如 きに異

な らす(第 一圖)。 更に轄 じて此れが側 面を姪 ノ濱町西南 の田園 より望めぱ、約三百米

より漸次東す るに從つ て六百米 の高 さを有 する高壷にして、是れが北 西に於 ける延長



第 一 圖 篠 栗地 方 の プ ロ ツクダ イ ヤグ ラム

は香椎附近の三百米皇地に蓮な り、僅か に立花山のみが此の皇地 の表面 を抽 きて、一

段高 く突起 す るの外は著 しき凸凹なし。斯 くの如 きは 實 に高原Plateauの 地鶏 にし

て、惟ふに本地域 は嘗て一度甚 しき剥磨 作用 をうけ殆ん ど當時の海面に均 し き低原 と

化 し、所謂準平原Peneplainの 地形 を生 じ、僅かに立花山其他の数峯のみ多少此劒削作

用 に残 うて所謂残丘Mgnadon・cksを なした る時代 あ り。然 るに其後再び上昇 して平

坦 な る高原 と化 するに及んで、河流の侵蝕作用再び激 し く、爲 に漸 く深谷 を生 じ、圭谷

は支谷 を岐 ち、支谷 は更に小支谷 を岐 ちて竹葉 の如 く分 岐 し、奮準平原面 を殆ん ど残

さざるに至 る2で に侵蝕 し、以 て今 日見 るが如 き所謂肚年時代MaturedTopography

を生ず るに至れ るな う。

地形と地質との關係 本調査区域は斯 くの如 く大観すれば一の開析高原の地形

を呈す ご錐、猶ほ仔細に各部 分に於け る地形 を観察す るに、篠栗町萩 ノ尾及び呑 山附

近 と両除の部分 εは大 いに趣 きを異に 乙、萩 ノ尾・呑山附近 にあ りては 圓滑 な る多 く

の 山頂互 に弧立 して不規則 に散在 し、河流 その間を蛇行 して略 々輻射状 に集 り・谷潤

くして淺 く、田園廣 く其の底 に登達せ う。之に反 して両 除の区域 に於 ては山背多 く長

蛇の如 くに延長 し、東北 より西南 に連 り略平行す る支脈を出す こと多 く.小 谷の方 向

叉從つて之 に倣 ひ、庄 谷 と錐 もその断面 は概 ね深 きV字 形 を呈 し、鳴淵及び一 ノ谷の

谷 の下流 を除 けば殆ん ど一の平地 をその底 に見ず。彼の萩 ノ尾・呑山附近 に見 らるる



は即ち塊状岩 たる花 尚岩地方の地形に して、不規則にして且つ圓滑 なるを特徴 とし、

後者 は 即 ち憂成岩地方の地形にして、山背・漢谷共 に基岩の成層面乃至剥理面の方向

に延長す るの傾 を有 す。 斯 くの如 く本地方 に於け る地形 ご地質 との關係が如何 に緊

密にして且つ明瞭なるかは、一度本地域 を踏査せ るものの忘 る能はざる所 な り。

上述の地域 内には尚今 一つ注意すべ き地形あ う。 篠栗町金出附近 よう東北に向ひ

飯盛山の北方 に入 う込め る谷の地形にして、谷幅比較的廣 きに拘 らず延長極めて短か

く、然かも陣ケ田尾峠に於いて今迄廣か りし谷 が突然 こして切断せ られπ るが如 く絡

ることな り。 この陣 ケ田尾峠の海抜は二百九十二米七にして、同 じ高距の地瓢 を更 ら

に東北に辿れば、同峠 より陣ケ田尾の部落 を経 て萩 ノ尾 に通す る縣道 に略平行す るを

見 るべ し。他方呑 山 よム萩 ノ尾に流れ來 釦π る鳴淵川の上流は比較 的緩流 をなす にも

第 二 圖 河 川争奪 ノ 圖

過 去 現 在



拘 らず陣 ケ田尾部落の北方に陣 ケ田尾瀧 を作 外 これ より下流 にては却つて急傾斜 を

な し、然かも雨岸 を深 く劇 つて狭 き峡谷 をなし以つて南 に流れ去れ り。惟ふに之れ呑

山 より萩 ノ尾 を通 る現在 の鳴淵川の上流は、嘗て陣 ケ田尾部落及 び陣 ケ田尾峠 を経 て

金 出方面に流れた るものの如 し。 當時鳴淵川は畝原山の西方 を流 るる鳴淵奥 ノ院の

谷 を本流 とし、五塔 ノ瀧方面よ う之れ に流れ入 るものは却つてその一支流 をなすに過

ぎざbし も(第 二 圖1)'こ の支流が頭部侵蝕 に よつて漸次北方に延び現在の陣 ケ田尾

瀧附近棲で達 しカ る結果、河底の高距金出方面 に流 るるものに比 し低位 にあ うしこの

支流 は現在 の 鳴淵川の上流 を捕獲 して、両 後 この方面 に 流 るる様にな りた るものな

り。 斯 くの如 くにして本來鳴淵川の一支流なり し五塔 ノ瀧の谷が現在は却つ て本流

とな う、これ と同時 にそれ以前の 呑 山・萩ノ尾方面の水 を集めて 金出方面に流れπ る

川は、陣 ケ田尾峠にて断たれ て殆ん ど乾 れ谷 と化 した るものなり(第 二圖II)。 即 ち

上述の地形は 河川争奪 の結果生 じた るものに して 本地域の河流の変遷 を語 る極 め て

興味深 き地形な り。

三郡 山塊西側の第三紀丘陵地の地形 以上は調査区域内に於ける三郡山塊本膿

の地形の大要 なるが、猶其の西側面には第三紀層 よう成 う東北 よめ西南 に連互 す る平

夷な る丘陵地 あ り。 その周邊特 に 久原川の流域にては 平坦 なる洪積皇地 に よつて縁

ど らる。 この うち東北 より西南に連互す る前記第三紀丘陵地の主 脈は、勢門村和田の

東北を過 ぎる線、蒲田池 よわ津波黒の西南 に至 る線、 高田炭坑 西南 の溜池 を横切 る

線、久原村久原炭坑南方の溜 池附近 より高田炭坑 の東方に走 る線 など、西 北 よめ東南

に走 る数條の平行線 に よつて 切断 され、是等 の線 上にては 山勢特 に低 くして鞍部若

くは谷地 をな し、第三紀層の丘陵 は爲 に数個の峯 に岐尤 るるを見 る。

糟屋炭田地方の地 質を精 査せる長尾博士 に擦れば、この地方の第三紀層 よりなる丘

陵地 と、 前述せ る憂 成岩を主 とす る三郡 山塊 この境界は、 西北 に走 る断層若 くは擁

曲にして、丘陵地 を構成す る第三紀層は其の東縁 に於て傾斜急激に鍵化す と云ふ。是

れ と同一方 向を有す る断層は 山塊の本體 をなす古期岩層 中にも 屡 々認め らるる所 に

して、山地剥削面上 に於け る些小 なる高低の差異は之れに附髄 せ る小断層 に由來す る

こと勘 なか らず。是 に因 つて本地域 に於け る地塊運動が、北九州一帯 に登達せ る準平



原面成生後にして、且つ第三紀 層沈積以後に行 はれだ るを知 るべし。從 つて上述の地

塊運動 の影響は、當然第三紀層に よつて構成 さるる丘陵地 に於ても認め らるべ く、既

述 せ るが如 き丘陵地の主賑 を切断す る平行線 は、この地塊運動 に由來 する地質構造線

に該當す るものな るべ し。

海蝕段階の地形 前記第三紀丘陵地の北側には甚だ局部的なるも頗る興味深 き

地 形あ う。即 ち丘陵地の脚部 に見 らるる平坦皇地 にして、久原村附近 にては約五十米

の高距 を有す。斯 くの如 きは猫 う本地域に見 らるる所 に非ず して、南方 なる宇美附近

にては登達精 々著 乙く、更に筑紫の山門た る二 日市低窪地 より久留米附近 にまで同種

の平坦蔓地 を追跡す るを得 ぺし。凡そこの皇地はその表面平坦な るご河流の之 を刻む

もの甚だ少 きを特徴 こす。然か も其 の地質上 よう見れば 第三紀層 に よつて 構成 さる

る丘陵地の一部 にして、本邦 各地 に見 る所謂第三紀層段階地 ごは その趣 を異 にす。惟

ふに是れ第三紀層の堆積後北九州一帯に行はれπ る地塊運動に伜 ひ、陸地化せ る第三

紀 層の丘陵が海波の爲め侵蝕せ られ其の汀線 に漕ひ一帯の段階 を生 じたるものが、其

の後更 らに陸地 の上昇に會 し、以 て 今 日見 るが 如 き地形 を生ず るに至 うしもの にし

て一の海蝕段階 と稗すぺし。而 して斯の如 き海蝕 段階 は山根博士に よれば、佐賀縣唐

津 と同縣牛津 とを蓮ぬる、駈謂唐津 ・牛津線 以東に限 りて登達 す ると云 ひ、叉二 日市低

窪地 にも認め らるる事實 に徴 し、上述の波蝕 作用は地塊蓮動開始後に行はれた ること

明な う。

河成段階及び沖積平原 前記の海蝕段階の外側 には 更らに之れを続 うて洪積層

ような る平坦毫地 あ う。久原炭坑附近 にては 海抜三十米 乃至四十米 の高距 を有 す。

その本膿 を構成す るものは 礫 ・砂・粘土 な るも、流水の翻別作用 を受 くるこご甚だ少

くして恐 らく河流の沈積物 と認め らる。而 して此の河成平坦壷地 の堆積後、地盤 は再

び上昇し、その間を流 るる河川は一方に於 ては平坦壷地の 一部 を侵蝕 すると共 に、他

方 に於 ては河川流域 の汎濫原 に沖積層を沈積 して、今 日見 るが如 き地貌の大要 を形成

す るに至 うしな う。
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第 三 圖 篠 栗 地 方 地 質 断 面 圖


